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本学は2019年に南三陸町と地域振興や人材の育成および教育・学術研究の推進に寄与することを目的とし、連携協力に関する協定を締結した。これを機に本研

究室では、南三陸町との連携活動を行って来ているが、2020年度は食材としてタコ、秋鮭、小松菜を使用した学校給食の献立を考案した。さらには、食育活動とし

て「南三陸町と海産物について」をテーマに栄養教育を給食提供時に行う予定であったが、新型コロナウィルス蔓延防止対策のため現地には出向かず、事前に録

画をしたDVDを視聴してもらい、その後に南三陸町立入谷小学校6年生の児童の方々と交流を行った。

2021年度は「笹かまぼこ・たら」を利用した献立と、「ホヤ」を使用した2種類の献立を考案し、2月に南三陸町内の小中学校で「笹かまぼこ・たら」を使用した献立が

学校給食として提供された。食育活動として「笹かまぼこについて」をテーマとしたが、2020年度と同様に現地に出向くことが出来なかったため、事前に録画をした

DVDを視聴してもらい、その後に南三陸町立志津川小学校6年生の児童の方々と交流を行った。なお、「ホヤ」を使用した献立は7月に提供予定である。

本プロジェクトでは、本学の学生が各地域の特産品を使用した学校給食の提供や食育活動を通じて、学校及び学校給食に携わる先生方に始まり、現地の児童及

び生徒、各特産品の製造及び販売に携わる生産者様や各地域の魅力を伝えるために日々活動をしている方々と様々な交流をすることができた。

食育活動を経て、児童にとって身近な食べ物の新しい食べ方を示すことで、改めて地元の食への興味関心が高まることが分かり、食育活動の重要性を再認識し

た。このように、地域・産業の振興に寄与することを目的として始まった地域連携活動は、それぞれの地域の特産品の普及や地産地消に貢献するだけでなく、普段

は関わることのできない現地の人々との交流の場ともなり、地域連携活動を行っていくことはとても重要であると感じた。

本プロジェクトは2021年度共立女子大学・短期大学「地域連携プロジェクト」により行われました。本プロジェクトの遂行に関して、大変お世話になりました南三陸町

ご関係者の皆様に厚く御礼を申し上げますとともに、深く感謝申し上げます。南三陸町の児童・生徒の皆様の健やかなる心身のご成長を心よりお祈り申し上げます。
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